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１章 スポーツの価値 

 

１．スポーツとは？ 

スポーツの語源は、ラテン語の deportare から

フランス語の desporter へと伝わり、イギリス英

語 sport（アメリカ英語 sports）になった。広義

の意味は、「遊戯」、「気晴らし」、「楽しみ」であ

り、ルールを設けて競争することを指す。スポ

ーツには、仲間を集い、生涯を通じて体を動か

すことを楽しむ「レクリエーション・スポーツ」

と、戦略的思考を有して心身を鍛え、優勝目指

して取り組む「チャンピオンシップ・スポーツ」

がある。いずれのスポーツにおいても「ルール

を守り楽しむ」ということが重要になる。バド

ミントン競技では、2012 年のロンドンオリンピ

ックにて「無気力試合」という問題が生じた。当

時世界ランキング１位の中国ペアがグループリ

ーグを１位通過した場合、他のグループリーグ

で 2 位通過した中国ペアと準決勝で当たること

になり、決勝まで対戦を避けるためにわざと負

けて 2 位通過しようとしたことが事の発端であ

る。同様な理由にて、韓国の 2 ペア、インドネ

シア 1 ペアもわざと負けようとプレーし、計 4

ペアが失格となった。この騒動から準決勝で強

敵と当たることを避け、決勝まで進出できる確

率を高くするためにわざと負ける行為はなぜい

けないのかという議論が生じた。失格処分の理

由は、世界バドミントン連盟の規約違反、「勝つ

ために努力を怠る」「スポーツ精神に反する行為」

に該当するとして処分が下された。競わずにわ

ざと負ける行為、八百長といった勝ち負けが決

まってしまう行為、相手を罵倒する行為などは、

競争をより楽しむためにルールを設けたという

「スポーツ」の本質から反した行為である。こ

のことを教訓にし、勝つことに執着しすぎて本

来のスポーツとしてあるべき姿を見失うことが

ないように気をつけなければならない。 
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Aグループ2位狙い
中国：決勝まで同国試合にならないようにするため
韓国：同国試合で確実に準決勝にいくため

Cグループ2位狙い
インドネシア・韓国：世界ランク1位の中国（A2位）
との対戦を避けるため
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※語源（古代フランス語）Disporter

気晴らし、楽しみ、遊び

（原理）：楽しい
（原則）：

スポーツマンシップとは？
「アマチュアスポーツマンが必ず身につけていなけ
ればならないとされる競技精神。フェアプレーの精
神と同義で、「公明正大に、全力を尽くす」ことで
あり、結果的に「負け」ても可とされているが、あ
くまでも 。」
出典：ブリタニカ国際大百科事典小項目事典

体育

徳育 知育
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スポーツマンシップとは？

「アマチュアスポーツマンが必ず身につけていなければならないと
される競技精神。フェアプレーの精神と同義で，「公明正大に，全
力を尽くす」ことであり，結果的に「負け」ても可とされているが，あ
くまでも 。」

出典：ブリタニカ国際大百科事典小項目事典

体育

徳育 知育

「スポーツ」には、身体技能の向上を目指す

「体育」、運動に関わる知識の獲得を目指す「知

育」、スポーツ選手としてあるべき姿やルールを

順守することの意義の理解など、道徳的精神の

獲得を目指す「徳育」がある。日本では「スポー

ツ」と「体育」が混在しているが、スポーツ教育

とは「体育」「知育」「徳育」のいずれも学ぶべき

重要な要素である。 

 

一般的に、学校で行われる「体育」の指導に携

わる人のことを「先生＝teacher」と呼ぶ。一方、

「スポーツ」の指導に携わる人のことを「コー

チ＝coacher」と呼ぶ。各々の役割をみていくと、

先生は生徒に対してティーチング（teaching）を

主に行い、自身の知識や教科書の内容を教えて

いくことが指導の中心になる。コーチとは、欧

州では馬車の代名詞として用いられており、乗

客を目的地に送り届けることが目標とする試合

で勝たせるために指導者が選手を導いていくこ

とに似ているということからスポーツ場面で使

われるようになった。コーチは選手に対してコ

ーチング（coaching）を主に行い、選手の能力を

引き出し、目的を達成させるために導いていく

ことが指導の中心となる。一方、バドミントン

初心者に対して、自分で考えて練習を計画し、

技術を高めなさいという指導をしたとする。自

ら考えさせることは問題解決能力を育む上で重

要な方法であるものの、何の知識もない初心者

の場合、何を考えれば良いのかがわからない。

おそらく楽しめずにバドミントンを嫌いになっ

てしまうだろう。一方、一流の選手に対して、指

導者が一から十まで全て教え、言われた通りに

実践しなさいという方法では、自主的に行うと

いう遊戯としてのスポーツの本質が見失われ、

楽しめないだろう。その時々の状況や対象とな

る選手に応じてティーチング（知識を教授する）

とコーチング（能力を引き出す）を適切に使い

分けることが良い指導に繋がる。 

＜スポーツ教育＞ 

 

 

 

＜ティーチングとコーチング＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 1 

2018 年サッカーロシア W 杯、予選リーグで

日本とセネガルは勝ち点 4、得失点差 0、総得点

4 で全て並んだ。大会の規定では、次に順位決定

の基準になるのは直接対決の結果だが、日本と

セネガルは 2-2 で引き分け。その次の基準とな

るフェアプレーポイント（FPP：反則の少ない方

が勝ち上がる）が初適用された（日本が 2 位、

セネガルが 3 位）。しかし、日本の戦略に物議が

沸いた。最終戦、セネガルがコロンビアに 0-1 で

敗れた結果を知った日本は、ポーランドに 0-1で

負けていたのにもかかわらず、攻撃の選手を交

代させ守備の選手を投入。得点を取りにいくの

ではなく、0-1 で負ける戦略をとった。 

→ロンドンオリンピック（バドミントン）は決

勝トーナメントを有利にするために負ける戦略

をとった選手が失格になった一方、サッカーW

杯では 0-1 で負ける戦略をとった日本は失格に

ならなかった。この違いを考察せよ。 

 

 

 

 

 

 

初級者

上級者

1次リーグH組
1位：コロンビア（2勝1負）
2位：日本（1勝1負1分）※FPPで勝ち上がり
3位：セネガル（1勝1負1分）
4位：ポーランド（1勝2負）



3 

Copyright (c) 升佑二郎. All Rights Reserved. 

女子

80.98

80.21

79.55

79.19

78.64

78.07

72.14

71.19

70.42

70.33

69.47

69.4

65 70 75 80 85

2016

2013

2010

2007

2004

2001

87.14

86.61

86.3

85.99

85.59

84.93

74.79

74.21

73.62

73.36

72.69

72.65

65 70 75 80 85

2016

2013

2010

2007

2004

2001

男子
（年） （年）

（年） （年）

8.84年 12.35年

63.60 
65.32 

67.74 
69.31 

71.73 
73.35 

74.78 
75.92 76.38 

77.72 
78.56 

79.55 
80.75 81.25 

67.75 

70.19 

72.92 
74.66 

76.89 

78.76 
80.48 

81.90 
82.85 

84.60 
85.52 

86.30 86.99 87.32 

60

65

70

75

80

85

90

1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2018

男

女

（年）

（年）

20年増加

※1970年以前は、沖縄県を除く値である。

２. なぜスポーツ・体育を行うのか 

日本の平均寿命は過去 60 年間でおよそ 20 年

も伸びた。一方、介護を受けたり寝たきりにな

ったりせず日常生活を送れる期間を示す健康寿

命と平均寿命との差はおよそ 10 年間ある。この

期間はいわゆる不健康な状態での生活を余儀な

くされ、社会保障費は年々増加している。この

問題に対し、国策として健康寿命の延伸が掲げ

られ、生涯スポーツの普及に伴い気軽に運動で

きる場が増えている。また、高齢期（65 歳以上）

にて優れた体力・運動能力を有するためには、

それまでの壮年期（40～64 歳）、青年期（19～39 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳）、さらには小・中・高校生時の運動習慣が重

要となる。学校の体育は運動習慣を獲得させ、

健康的なより良い人生を送るために重要な役割 

を担っている。しかし、現代の子供たちはビデ

オゲームの普及による室内遊びの増加、屋外の

遊び場の減少などにより、体力、運動能力の低

下が指摘されている。特に中学 2 年生の 1 週間

の総運動時間をみると、60 分未満「ほとんど運

動しない人」が 2 割もおり、運動する人と運動

しない人の二極化が問題となっている。運動習

慣のない人は後に生活習慣病に罹患するリスク

も高く、不健康な状態になることが危惧される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚生労働省「平成 30 年簡易生命表」 

内閣府「平成 30 年版高齢社会白書」 
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＜内訳＞

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 2 

2017 年 3 月、スポーツ長長官の諮問機関であ

るスポーツ審議会は「1 億総スポーツ社会」の実

現を掲げた答申を発表し、スポーツが嫌いな中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生を現在の半分に減らす目標を立てた。 

→スポーツが嫌いな小中学生を減らすためには

何をどのように改善していく必要があるのか考

察せよ。 

国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所「平成 28 年度社会保障費⽤統計」 

2017〜2019 年度（予算ベース）は厚⽣労働省推計 

スポーツ庁「令和元年度全国体力・運動、運動習慣調査」 

社会保障給付費の推移 

1週間の総運動時間の分布 
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３．諸外国の身体活動量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全世界の成人の 4人に 1人以上（28%、14億人）は身体活動量が不足している 

Guthold R. et al. Worldwide trends in insufficient physical activity from 2001 to 2016: a pooled 

analysis of 358 population-based surveys with 1·9 million participants. Lancet Glob 

Health, 6(10):e1077-e1086, 2018.  

・男性よりも女性の方が

身体活動量は少なく、

世界レベルで 8%以上

の差がある（男性 23%

に対し女性は 32%）。 

・高所得国は中所得国

や低所得国に比べて身

体活動量が少ない。 

身体活動量が不足している成人の割合 
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＜調査対象年齢＞
ヨーロッパ15歳以上
日本20歳以上

週 1回以上のスポーツ実施率 

体活動が不足している成人の割合 

ヨーロッパと日本ではスポーツ実施率

の定義が異なるため単純な比較はで

きないが、北欧は日本を大きく上回る 

European Commission（2014）「Eurobarometer 412, Sports and Physical Activity」 

スポーツ庁「平成 29年度スポーツの実施状況等に関する世論調査」 

 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/?term=Guthold%20R%5BAuthor%5D&cauthor=true&cauthor_uid=30193830
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/30193830
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/30193830
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課題 3 

 2001 年から 2016 年にかけて少年の身体活動

量が不足している割合は 7~8%減少した国が複

数みられるのに対し、少女は大幅な改善を示す

国がみられない。また、韓国は男女ともに 90% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の子どもの身体活動量が不足しているのに

対し、バングラデシュは 60%台である。身体活

動量が不足している子どもの割合が多い国と低

い国の特徴と男女の特徴について考察せよ。 

世界中の学校に通う子どもの 80%以上は身体活動量が不足している 

Guthold R. et al. Global trends in insufficient physical activity among adolescents: 

a pooled analysis of 298 population-based surveys with 1·6 million participants. The Lancet 

Child and Adolescent Health, ,4(1):23-35, 2020.  

・大人とは異なり、学校に通う

子どもの身体活動量の不足は

国の収入とともに増加しない。 

・2001年から 2016年にかけて

身体活動量が不足している子

どもの割合は全体的に変化し

ていない。 

身体活動量が不足している子どもの割合 

＜2001年から 2016年にかけて身体活動量が不足している少年の割合が減少した国＞ 

バングラデシュ（73%→63%） シンガポール（78%→70%） タイ（78%→70%） 

ベナン（79%から 71%） アイルランド（71%→64%） アメリカ（71%→64%） 

 

※少女の場合はシンガポールの 2%減少（85%→83%）からアフガニスタンの 1%増加（87%から

88%）の範囲の変化であった 

＜2016年の身体活動量が不足している子どもの割合が最も大きい国＞ 

韓国：少年 91.4%、少女 97.2% 

＜2016年の身体活動量が不足している子どもの割合が最も小さい国＞ 

バングラデシュ：少年 63.2%、少女 69.2% 
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https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/?term=Guthold%20R%5BAuthor%5D&cauthor=true&cauthor_uid=31761562
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/?term=Global+trends+in+insufficient+physical+activity+among+adolescents%3A+a+pooled+analysis+of+298+population-based+surveys+with+1%C2%B76+million+participants
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４．スポーツとジェンダー 

 女性のスポーツ参加率は男性に比べて低く、さら

に管理職・役員・監督・コーチといった上位階層に

おいて極めて少ない。1994年 5月、イギリスのブラ

イトンで「第 1 回世界女性スポーツ会議」が開かれ、

女性がスポーツに参加する際に直面する不平等を

是正するための行動計画が策定された。 

 

＜ブライトン宣言＞ 

1. 社会とスポーツにおける公平と平等 

国家および政府組織は、スポーツに関わる組織

や団体が、国連憲章、世界人権宣言、女性に対す

る差別を撤廃する国連条約の平等条項に従うよう

に努めるべきである。レジャー、レクリエーション、

健康増進や競技スポーツに至るまで等しく参加で

権利はすべての女性が有し、人種や肌の色、言語、

宗教、信条、性的指向、年齢、配偶者の有無、障

害の有無、政治的信念や所属、国籍、社会的出身

に関わるものではない。資源、権力および責任は、

性別に関わらず公平に分配され、男女の不均衡が

是正されるようにしなければならない。 

 

2. 施設設備 

女性がスポーツに参加する際には施設の設備

内容や利便性が影響するため、特に託児所の設

置や安全性といった女性特有のニーズに配慮する

べきである。 

 

3. 学校とジュニアスポーツ 

女子と男子ではスポーツに対する見解が異なる

ことが研究から明らかとなっている。スポーツ指導

者および体育教員は、女子の価値観、姿勢、目標

を考慮した学習の機会を公平にプログラムに組み

込まなければならない。 

 

4. 参加促進 

女性のニーズや希望に即した活動内容を提供

するべきである。 

5. 高度な競技スポーツ 

パフォーマンスの向上に関わるすべての活動と

プログラムを女性選手特有のニーズを考慮して提

供するべきである。競技の機会、報酬、インセンテ

ィブ、評価、スポンサーシップ、プロモーションなど

のあらゆる支援が男女において公平、平等に提供

されるようにすべきである。 

 

6. スポーツにおけるリーダーシップ 

 組織におけるリーダーシップや意思決定の場に

おいて女性の人数が少ない。これらの分野の責任

者において、採用や能力開発に配慮しながら女性

の数を増やす政策やプログラム、組織体制をつく

るべきである。 

 

7. 教育、トレーニングと能力開発 

 コーチやスポーツ従事者の教育に携わる者は、

男女平等と女性選手のニーズに関する問題を取り

上げ、女性の役割を公平に反映し、リーダーシップ

経験、価値観および姿勢を考慮するべきである。 

 

8. スポーツ情報と調査研究 

 調査研究や情報提供する責任者は、女性スポー

ツの知識と理解を深める政策とプログラムをつくり、

調査研究の規範や基準は女性と男性の両方につ

いて行うべきである。 

 

9. 資源 

資源を分配する責任者は、スポーツをする女性

や女性のためのプログラムおよびこの宣言を広め

るための特別な措置に対して支援するべきである。 

 

10. 国内および国際協力 

 政府組織および NGO は、国内外の活動の中で

男女平等に関する認識を広め、女性とスポーツに

関する良い事例を他の組織と共有するように努め

るべきである。 
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0 40,000 80,000 120,000 160,000

バスケットボール

バレーボール

バドミントン

ソフトテニス

小学生 中学生 高校生

（人）

・競技別男女比 

＜小学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本スポーツ協会「令和元年度都道府県競技別団員数」 

 

＜高校生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国高等学校体育連盟「令和元年度加盟・登録状況」 

 

 

 

 

 

 

＜中学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本中学校体育連盟「令和元年度加盟校調査集計」 

 

＜女性競技者が多い 4種目の変化＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 4 

 現在では多くの女性アスリートが活躍し、スポー

ツにおける男女差が徐々に改善されてきている。し

かしながら女性スポーツには解決すべき課題が依

然としてある。例えば、高校生時のスポーツ離れ、

子育て期の女性アスリートが抱える競技と家庭の

両立、組織の役員やコーチの女性の割合が少ない

ことが指摘されている。これらの女性アスリートが

抱える問題について考察せよ。 

 

種目 男（人） 女（人） 男女比

サッカー 102,603 8,366 1 : 0.08

バスケットボール 36,247 35,623 1 : 0.98

バレーボール 10,882 34,469 1 : 3.17

剣道 28,027 13,534 1 : 0.48

柔道 12,510 4,813 1 : 0.38

陸上競技 9,047 7,575 1 : 0.84

バドミントン 5,564 10,220 1 : 1.84

ソフトボール 10,944 3,829 1 : 0.35

ソフトテニス 5,862 7,660 1 : 1.31

卓球 5,042 4,218 1 : 0.84

水泳 3,421 3,114 1 : 0.91

ハンドボール 1,788 1,073 1 : 0.60

体操 646 2,364 1 : 3.66

種目 男（人） 女（人） 男女比

サッカー 187,708 5,894 1 : 0.03

バスケットボール 160,190 129,199 1 : 0.81

バレーボール 49,815 139,017 1 : 2.79

剣道 46,329 31,129 1 : 0.67

柔道 20,460 6,895 1 : 0.34

陸上競技 125,758 96,322 1 : 0.77

バドミントン 50,559 83,102 1 : 1.64

ソフトボール 1,483 35,860 1 : 24.18

ソフトテニス 143,021 163,806 1 : 1.15

卓球 159,737 102,813 1 : 0.64

水泳 29,514 16,297 1 : 0.55

ハンドボール 16,794 10,884 1 : 0.65

体操 1,523 3,551 1 : 2.33

新体操 242 4,147 1 : 17.14

種目 男（人） 女（人） 男女比

サッカー 162,397 10,991 1 : 0.07

バスケットボール 87,524 56,132 1 : 0.64

バレーボール 45,158 57,103 1 : 1.26

剣道 24,298 14,137 1 : 0.58

柔道 14,001 3,903 1 : 0.28

陸上競技 66,868 38,960 1 : 0.58

バドミントン 65,742 55,986 1 : 0.85

ソフトボール 4,409 19,405 1 : 4.40

ソフトテニス 46,122 33,308 1 : 0.72

卓球 53,728 22,782 1 : 0.42

水泳 21,131 12,737 1 : 0.60

ハンドボール 26,717 15,916 1 : 0.60

体操 1,957 2,718 1 : 1.39

新体操 508 2,004 1 : 3.94
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有酸素運動は海馬を大きくし、記憶力を向上させる
Kirk I. et al. Exercise training increases size of hippocampus 

and improves memory. PNAS, 108(7):3017-3022, 2011

ヨガや太極拳のような軽運動でも海馬の活動が増加する
Suwabe K. et al. Rapid stimulation of human dentate gyrus 

function acute mild exercise. PNAS, 115(41):10487-10492, 2018.

短時間の運動（10分間）でも記憶力は高まる
Suwabe S. et al. Acute moderate exercise improves mnemonic 

discrimination in young  adults. Hippocampus, 27(3):229-234, 

2017.

運動によりセロトニンの分泌量が増加し、不安を軽減する
Ohmatsu S. et al. Activation of the serotonergic system by 

pedaling exercise changes anterior cingulate cortex activity and 

improves negative emotion. Behav Brain Res, 15;270:112-117, 

2014.

運動によりドーパミンの分泌量が高まる
Meeusen R. et al. Endurance training effects on 

neurotransmitter release in rat striatum: an in vivo 

microdialysis study. Acta Physiol Scand, 159(4):335-341, 1997.

運動は注意力を高め、衝動を制御する
Alessandro P.S. et al. Measurement of the Effect of 

Physical Exercise on the Concentration of Individuals 

with ADHD. PLoS One, 10(3):e0122119, 2015.

精神面が安定し、勉強時の集中力が上がる 海馬の機能が向上し、記憶力が上がる

運動すると頭が良くなる

体力が高い子供ほど実行機能が優れている
Khan NA. The relation of childhood physical activity and aerobic fitness to 

brain function and cognition: A review. Pediatr Exerc Sci, 26(2):138-146, 2014.

※実行機能とは、目標を達成するために思考や行動をコントロールす
る高次脳機能の総称（論理的思考、計画性、問題解決能力など）

身体活動量が多い子供ほど学力が高い
Singh A. et al. Physical activity and performance at school: a 

systematic review of the literature including a methodological 

quality assessment. Arch Pediatr Adolesc Med, 166(1): 49-55, 2012.

５．スポーツと学習 

スポーツを行うことにより、脳内で働く神経

伝達物質の一つであるセロトニンの分泌量が増

加する。頭の中が爽やかになり、イライラが収

まり、意欲に関わるドーパミンや注意力に関わ

るノルアドレナリンの分泌量が適切に調整され

る。さらに記憶力に関わる海馬の機能が向上し、

記憶力が向上する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康な大学生 20 名（男性 8 名、女性 12 名）

を対象に、ランニングとバドミントンを 10 分ず

つ行わせた後、座位にて 10 分間休憩させた。各

試技間の酸素消費量と心拍数を測定し、それぞ

れの前後において文字色に干渉されずに色名を

正しく呼称できるかを測るストループ検査を実

施した。 

複雑な運動には情報の収集、意思決定、視覚

的注意、不適切な行動など、さまざまな動きと

認知過程の調節が必要となる。特にオープンス

キルスポーツ（バドミントン、バスケットボー

ル、テニスなど）を含む複雑な運動は、クローズ

ドスキルスポーツ（ランニングや水泳）などの

単純な運動よりも実行機能を向上させる効果が

高いことが多くの研究にて示唆されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その結果、バドミントンをしたグループはス

トループ検査の成績が著しく向上した一方、ラ

ンニングをしたグループの成績はそれほど向上

しなかった。このことから、バドミントンの実

行認知的側面は、抑制機能（いらない情報を排

除して注意を維持する機能）に効果をもたらす

ことが示唆された。 

Takahashi S. et al. (2019)  

Comparison of the effects of running and badminton on executive function: A within-subjects design. 

PLoS One, 14(9):e0216842  

「実行機能に対するランニングとバドミントンの効果の比較：被験者内デザイン」 
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カリフォルニア州の子供を調査し、体力と学力間
に相関が認められ、男子よりも女子の方が相関
が強かった
Grissom JB. Physical fitness and academic 

achievement. Journal of Exercise Physiology 

online, 8(1):11-25,2005.

小学生の体力（有酸素能力、筋持久力、柔軟性）と
学力（計算、読み、合計得点）の関係を調べ、有酸
素能力のみが学力と正の相関関係が認められた
Castelli D. et al. Physical fitness and academic 

achievement in 3rd and 5th-grade studens. 

Journal of sport & Exercise Psychology, 29(2):239-

252, 2007. 

有酸素能力の高い子供は低い子供よりも文章の
正誤判断が正確かつ素早くできる
Scudder MR. et al. The association between

aerobic fifness and Language processing in

children: Implications for academic achievement. 

Brain Cogn, 87:140-152, 2014.

有酸素能力の高い子供は低い子供よりも効率的な
計算方略を用いる
Moore RD. et al. The influence of 

cardiorespiratory fitness on strategic, behavioral, 

and electrophysiological indices of  arithmetic 

cognition in preadolescent children. Front Hum 

Neurosci, 8,258. doi:10.3389/fnhum.2014.00258, 

2014.

体力の高い子供は上前頭回・上側頭回・外側後
頭回が発達しており、これらの脳の発達度合の違
いが計算能力に関係している
Chaddock-Heyman L. The role of aerobic fitness 

in cortical thickness and mathematics 

achievement in preadolescent children. PLoS

One, 10(8), e0134115, doi: 

10.1371/journal.pone.0134115, 2015.

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 5 

各都道府県における 20m シャトルランの回数

と学力の間に正の相関関係が認められた。男女

ともに右端に位置するのが福井県であり、左端

に位置するのが愛知県である。体力の差が生じ

る要因について考察せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全国学力・学習状況調査は小学 6 年生を対象

に実施される。全国体力・運動、運動習慣調査は

小学 5 年生を対象に行われる。 

順位 男子 女子 

1 大分県 福井県 

2 福井県 茨城県 

3 石川県 大分県 

※2018 年度体力合計点の順位 

58

60

62

64

66

68

70

45 50 55 60 65

58

60

62

64

66

68

70

35 40 45 50 55 60

y=0.208x+52.48

r=0.387(p<0.01)

y=0.188x+55.432

r=0.391(p<0.01)愛知県

小学5年生20mシャトルラン（回）

小
学

6
年
生
算
数

A
の
正
答
率
（

%
） 男子 女子

愛知県

福井県 福井県

スポーツ庁「平成 30 度全国体力・運動、運動習慣調査」を基に作図 

 

国立教育政策研究所「平成 30 年度全国学力・学習状況調査 調査結果資料（都道府県別） 

上前頭回

上側頭回 外側後頭回

運動は計算能力に関わる脳領域を発達させる
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６．ライフスキルの獲得 

ライフスキルは 「日常生活に生じるさまざまな

問題や欲求に対して、より建設的かつ効果的に対

処するために必要な能力」（世界保健機関：WHO）

と定義されている。特に現代社会においては日進

月歩のごとく技術革新が行われ、多様な社会変化

に対応して生きていかなければならない。この生き

る力とライフスキルは同スキルとして捉えられ、ス

ポーツの多様な経験を通して培うことができる。例

えば、自らの考えを相手に伝える「自己開示」を通

してチームのコミュニケーションが盛んになり、チー

ムワークや練習の質が向上する。試合では緊張感

を克服し（ストレス対処）、上手くいかない場面にお

いても我慢し（情緒対処）、創造的な思考により勝

機をみいだす。 

スポーツには、身体技能の向上を目指す「体育」、

運動に関わる知識の獲得を目指す「知育」、スポー

ツ選手としてあるべき姿やルールを順守することの

意義の理解など、道徳的精神の獲得を目指す「徳

育」がある。学校現場では、「スポーツ」と「体育」が

混在して使われているが、スポーツ教育とは「体育」

「知育」「徳育」のいずれも学ぶべき重要な要素で

ある。これらをバランス良く学ばせることにより、優

れた人間性を有する人材育成につながる。 

スポーツを行う動機には、内発的なもの（達成

感、満足感、充実感を味わう）と外発的なもの（評

価や報酬を得る、社会的地位の向上）がある。そ

れらの動機を満たすために日々練習し、競技力を

向上させていく一方、勝っても道徳心が乏しいプレ

ーヤーは当初の動機を満たせない場合がある。ジ

ュニア期の指導において勝つことを求めるばかり、

将来、社会に出た時に重要となる道徳心を養う

ことを疎かにしてはいけない。特にコーチは子供

にとって大きな影響を受ける存在であり、教育者と

しての役割を担う。人としての魅力を高める指導に

努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜合理的な道徳的判断：冷静に考える＞
抑制ネットワーク ＞ 扁桃体

＜非道徳的な判断：感情的に考える＞
抑制ネットワーク ＜ 扁桃体

神経可塑性（脳内の神経回路網が変わる）に
より、人は道徳心を洗練させていくことができる
（脳は良くも悪くも変えられる）

成長思考 固定思考

逆境を 楽観的 悲観的 に捉える

人間は 変われる 変われない
成長できる 成長できない

粘り強く取り組める

＜プレーヤーのマインドセット＞

扁桃体

海馬

視床下部

前頭前野

情動

抑制ネットワーク

WHOが提唱するライフスキル
1:意思決定スキル
2:問題解決スキル
3:創造的思考
4:批判的思考
5:効果的コミュニケーションスキル
6:対人関係スキル
7:自己認識
8:共感性
9:情緒対処スキル
10:ストレス対処スキル

スポーツ経験を通して培うことができる



12 

Copyright (c) 升佑二郎. All Rights Reserved. 

・問題解決能力 

ジュニア期の練習環境は技術的な課題を改善

するための練習を指導者が考える。しかし、中

学生になり、進学した学校にバドミントンの専

門的な指導ができる先生がいない場合がある。

そのような環境では、自分の技術的な課題を改

善するための練習を自ら考えなければならない。 

 例えば、「ヘアピンが上手く打てない」という

課題があったとする。ひとえにヘアピンといっ

てもドロップに対するヘアピン、ヘアピンに対

するヘアピン、ネットの高い位置で打つ、低い

位置で打つなど、様々な状況に対するヘアピン

の打ち方がある。これらの内容を一つずつ指導

するためには多くの時間を費やし、また、短時

間の内に多くの情報を提供された選手は混乱す

る可能性がある。選手が理解できない話を指導

者が自己満足的に延々と続けても意味がないた

め、必然的に限られた練習時間の中で選手に提

供できる技術的な内容には限りが生じる。即ち、

バドミントン競技に求められる多くの技術を習

得するためには、指導者に依存した練習では限

界があるということになる。優れた競技力を有

する選手になるためには、獲得すべき技術の習

得や課題を改善するための練習方法を自ら考え、

実践していく必要がある。このような自身の技

術を向上させていくための練習方法を自ら知恵

を振り絞り考えていくことにより、問題解決能

力を養うことができる。 

 効果的な練習方法を考えるためには、ある程

度の知識が必要になる。知識のない選手に練習

メニューを考えさせても良いアイデアを出すこ

とは難しい。考える際に必要となる知識を指導

者は選手に提供することにより、自ら練習方法

を考えることができるようになる。 

 

・奉仕の心 

ランニングや筋トレは一人でできるが、バド

ミントンのラリーは一人ではできない。誰かに

シャトルを投げてもらい、打ち合いをしてくれ

る人がいるから練習が成り立つ。例えば、ジュ

ニアの練習では保護者が球出しをする場合が多

い。しかし、中学生になれば部活に入り、自分達

で球出しをしなければならない。いつも誰かに

球出しをしてもらっている子どもは、球出しを

してもらうのが当たり前という感覚になるかも

しれない。球出しは他者を思いやる奉仕の心を

養う機会となるため子どもに経験をさせておく

と良い。一緒に練習する仲間のことを思いやり

接することで、自身にも良い恩恵が返ってくる。

他者に奉仕する心を育むことはとても重要であ

る。 

 

・挨拶 

挨拶の仕方で、その人の第一印象や、心理状況

（機嫌の良し悪い）が相手に伝わる。挨拶が苦手な

人は、相手に与える印象が悪くなり、会話が弾まな

い。例えば、コーチから声をかけてもらえない（挨

拶ができない人にアドバイスをしたいと思わない）。

ダブルスでのパートナーとのコンビネーションが悪

い（パートナーと上手く会話ができない）。高校や大

学にスポーツ推薦で進学できない（面接試験で落

ちる）。といったように、挨拶が苦手な人は他者か

らの評価が悪くなる。 

挨拶で重要なことは、相手よりも先に挨拶をする

ということ。挨拶をされてから返すのは返事になる。

返事ばかりしていても印象は良くならない。特に、

自分の意思を伝えずに、相手に言われるのを待っ

てばかりいる人は、何も考えてない人、無気力な人

など、悪い印象を与える場合がある。積極的に挨

拶をすることが良い人間関係を築く上で有効であ

る。 

                                            

課題 6 

 スポーツ経験を通して培われるライフスキルにつ

いて考察せよ。 
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＜課題 1＞ 総評 

スポーツは「楽しい」ものであるという本質をサッ

カーW杯ロシア大会の日本の戦略は見失っていた。

確かに決勝トーナメントに行けるか、行けないかは

大きな差である。予選リーグ 3 試合を 1 つのゲー

ムとして考えることから、その中の 1 試合負ける戦

略をとることは問題ないとする意見もある。それは

オリンピックのバドミントンでも同じことが言えるが、

この場合は失格処分が科された。また、サッカーは

自陣のエリアでボールを回していても、そこからカ

ウンターを狙うという可能性もあるため、バドミント

ンのように負ける戦略と即座に認定することは難し

いという意見もある。しかし、試合後の報道をみれ

ば、グッドゲームであったとは言えない。負ける戦

略をとり、2位を狙った日本をみて、競い合っていた

セネガルの人たちはどう思うか。チケットを買い、

試合を観戦にきた人たちはどう思うか。勝負のプレ

ッシャーが大きくかかる日本代表選手は、日本が

決勝トーナメントにいくことを優先するばかりに他

者への配慮を見失った戦略をとってしまった。 

一方、対象的な事例としてラグビーW杯イングラ

ンド大会の日本の戦略がある。南アフリカは優勝

候補筆頭の世界トップレベルのチームであるのに

対し、日本は W 杯で一勝もしたことがないチーム

である。しかしこの試合、日本は南アフリカに劇的

な勝利を果たす。後半残り 1分、ヘッドコーチは PG

（ポイントゴール）にて 3点をとり、引き分けを狙うよ

うに指示をする。しかし選手たちは指示に従わずト

ライ（5 点）を狙い、逆転する戦略をとった。その結

果、歴史的な勝利を勝ち取り、日本のラグビーが

世界中から注目されるようになり、多くのファンが

増えた。 

 

サッカーW杯 ロシア大会（2018年） 

日本 vs ポーランド戦後の報道 

・ 「恥知らず」。ボルゴグラードの試合会場では、

地元ロシアのファンらからブーイングが吹き荒れた。

対戦相手ポーランドからは「フェアプレーに反する」

と疑問の声が漏れた。 

・英紙ガーディアンは日本が「フェアプレー」で１次

リーグを突破したはずなのに、最もスポーツマンシ

ップに反した試合になったと報じた。 

・ブラジル有力紙グロボのスポーツサイトは「プロ

サッカーでは結果が全て」と認める一方、日本は

「０－１のスコアより多くのものを失った」と強調した。 

・１次リーグ敗退が決まった韓国の中央日報は「１

６強を逃しても拍手を受けた韓国、１６強に進んで

もブーイングを浴びた日本」と対比した。 

・もっとも大きな被害を受けたのは、結局、観客た

ちだ。その目で直接、「世界のお祭り」であるワー

ルドカップを見るという期待感を膨らませ、高いチ

ケット代を喜んで払って競技場に入場した観客たち

は、勝利のために選手たちが流すはずの血と汗の

代わりに、意味なく転がるサッカーボールを眺めて

いなければならなかった。 

 

ラグビーW杯 イングランド大会（2015年） 

日本 vs 南アフリカ戦後の報道 

南アフリカはＷ杯で優勝 2 度の強豪。体格の大

きさは世界トップ。メディアやファンの中でも、24 年

間もＷ杯で勝利のない日本が勝つと思っている人

は皆無だった。 

前半はラインアウトからモールを押し込まれる形

で 2 本のトライを許したが、日本も同じ形でトライ。

10-12で折り返した。 

後半は日本の防御に少しずつほころびが見えて

きた。南アの強力な突破にタックルミスが重なり、2

トライを献上。それでも日本は PG を次々と決めて

追いすがる。勝負の分かれ目は 29-29 で迎えた後

半 31 分だった。南アがゴール前まで迫って連続攻

撃。止め続ける日本。南アが PK を得た。スクラム

か。速攻か。タッチに蹴ってラインアウトからモール

を押し込むか。いずれにせよトライを狙いにくるか

と思われたが、南アは意外にも PGを選択。日本の

粘りの防御に手を焼き、確実にリードを 3 点広げる

方を選んだ。 
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3 点を追い、残り約 9 分。ここからの日本の攻撃

は見事だった。ラックを 20回以上も連続して支配し、

約 60 メートルを進んでゴール前まで攻め込んだ。

スタンドからは「ジャパン、ジャパン」との大声援。

日本は予想外の健闘で観衆のほとんどを味方に

つけた。必死に止める南ア。残り約 1 分。PG なら

簡単に成功できる位置。決めればドローに持ち込

める。しかし、リーチ主将の選択は違った。狙うは

逆転トライだけ。「引き分けでは歴史は変わらない」。

ジョーンズ HC は PG の指示を出していたが、選手

の気持ちは一つだった。日本はスクラムトライを取

ろうと押し込み、左隅インゴールへ。34-32。奇跡の

逆転トライ。ラグビー史が変わった瞬間だった。 

  

負ける戦略をとるか、負けることを怖がらずに勝

ちに行く戦略をとるか。前者は酷評となり、後者は

世界中から賛辞を贈られる結果となった。例えば、

あなたが部活の顧問に就いたとする。大会の予選

リーグで負ければ決勝トーナメントが有利になると

した場合、自身はどちらの指示をだすのか考えて

ほしい。負けることを怖がらずに全力で勝ちにいき

なさい。2 位になれば決勝トーナメントが有利にな

るから負けなさい。勝ちたいという欲に飲まれ、ス

ポーツの価値を損ねる決断をしないように指導者

は適切な倫理感を持たなければならない。 

  

＜課題 2＞ 総評 

運動が苦手な子供たちは、集団で行う体育に嫌

悪感を抱くスポーツ弱者である。体格の良さといっ

た発育状況は遺伝的要因が強く関係するのに対し、

球技が得意などの運動能力は環境的要因により

決まる。特に幼少期の運動経験は神経可塑性によ

り脳を発達させ、巧みな身体操作を可能にする。1

週間の総運動時間が 60 分未満の小学 5 年生は

男子で 7.6%、女子で 13%おり、運動する人としな

い人の二極化が指摘されている。この課題に対す

る解決案を以下に記す。 

近年、卓球、野球、バドミントン、テニス、体操な

ど、世界トップレベルの若い選手が育成されている。

その要因として、日本スポーツ協会の講習会を通

して指導者の質が向上していることや、社会体育

事業として放課後の学校施設が開放され、多くの

クラブチームが活動できる環境が整ったことが上

げられる。一方、共働き世帯の増加に伴い、放課

後に学童で過ごす子供たちが増えている。小学生

の習い事の多くは親の送り迎えを要するものが多

いため、子供の運動習慣に親の働き方が影響する。

この課題に対する解決案として、学童とクラブチー

ムの連携を提案する。送り迎えを必要とせず、専

門的知識を有する指導者にスポーツを習うことが

可能となる。子供が多く参加することでクラブチー

ムは活性化し、学童指導員の負担が軽減される。 

体育は運動習慣を獲得するための入り口として

重要な役割を担うものの、集団で行うことにより自

らの運動能力を低いと感じる機会となり、スポーツ

弱者を生む。また、体操が苦手でもサッカーは得

意、走るのが苦手でもバドミントンは得意など、一

つのスポーツが苦手でも他に得意なものがあれば

体育に楽しさを見出すことができるかもしれない。

しかし、学校にグラウンドがないため体育館でしか

授業ができないといった場合には実施できる種目

に限りがある。さらに、学習指導要領に示されてい

る種目数にも限りがあり、小、中、高と種目に多様

性があるとは言えない。現状の運動能力の優劣が

出やすい種目を実施してもスポーツ弱者は体育を

好きにならない。そこで、スポーツの多様な在り方

として「ゆるスポーツ」を授業に活用することを提案

する。激しく動かすと大声で泣き出してしまう特殊

なボールを使ったベビーバスケット、タイミングが合

わないとバラバラになる長いバーベルをチームで

どれだけスピーディに上げ下げできるかを競うスピ

ードリフティングなど、運動能力の優劣を問わず楽

しさを感じることができる。道具やルールを自ら考

え、楽しむための工夫を促すことにより、創造力を

養うことができる。 

 3つ目は競技スポーツに対する提案である。全国
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大会を目指し多くの子どもたちが日々努力している。

バドミントンの場合、中学生が全国大会に出場する

ためには市内予選、地区予選、県予選、関東予選

を勝ち抜くことで全国大会に出場できる。高校生で

は市内予選、県予選で決勝まで進むことでインタ

ーハイに出場できる。これらの予選に部員全員が

出場できる地域もあれば、学校数の多い県では各

校 2 人までと制限され、3 年間の努力の成果を発

揮できずに引退する選手がいる。1 億総スポーツ

社会の実現には、スポーツ離れを防ぐための大会

の在り方について見直す必要がある。全員が試合

に出場できるようにし、定期的に力を発揮できる場

を作る。試合のモチベーションは同程度か少し強

いレベルの選手と対戦することで上がることから、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レベル別に大会を実施することが有効である。また、

例えばロンドンオリンピックのバドミントン競技にお

いて、2 位通過者は抽選で本選トーナメントに配置

するとした場合、無気力試合は行われず、全員 1

位通過を目指すことになったであろう。ルールを改

善することもスポーツの魅力を高めるためには重

要である。 

 これらのことから、スポーツが嫌いな小中学生を

減らすためには、家庭環境や社会的な背景を考慮

した多角的な解決案を打ち出すことが求められる。

特に運動能力は環境に依存するため、学校体育

の改善のみならずスポーツ環境全体を整えていく

必要がある。 
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＜課題 3＞総評 

 世界の所得別の人口は、低所得国 7.7 億人、中

所得国以上で 70 億人いる。低所得国の暮らしは

裸足で移動し、泥水で炊いた粥を食べるといった

貧しい生活を送る。下位中所得国になると作物を

育て、鳥や卵を食べることができ、サンダルを履き、

電気も使える。上位中所得国では冷蔵庫を使用し

て食糧を保管し、水道水を引き、バイクを買い、学

校に通い、医療費も工面できる。高所得国になると

車で移動し、旅行では飛行機に乗り、外食ができ

る。また、低所得国では農作業中心の生活を送る

のに対し、高所得国ではコンピュータを使い、オフ

ィスワークにより給料を得る生活となる。所得の増

加に伴い、生活様式が変容していくことで身体活

動量は低下する。 

バングラデシュは 50 年で低所得国から中所得

国に発展を遂げた国である（2017 年 GNI：4040 ド

ル）。以前の主な死因は飢餓による栄養失調や感

染症であったのに対し、現在では糖尿病などの生

活習慣病やガンといった非感染症疾患が 6割に達

する。主な要因として運動不足、食べ過ぎ、栄養の

偏り、ストレス、過度の喫煙や飲酒が上げられる。

日本の NGO 組織である AAR Japan は、バングラ

デシュにおける非感染症疾患リスク低減事業を実

施し、正しい知識を持った人材の育成および予防

に関する啓発活動に努めた。このように低中所得

国においても運動習慣の獲得が重要な課題となる。 

「男は仕事、女は家庭」といった男尊女卑の価値

観や社会における男女不平等な仕組みがある。

2020 年世界ジェンダー・ギャップ指数は北欧が高く、

南アジア、中東が低い結果となった。宗教から生じ

る男女観の影響や働きにくいといった社会的要因

により、女性の身体活動量は男性よりも不足しや

すい。また、女性の身体活動量の不足は妊娠・出

産、生理痛や更年期障害といった女性ホルモンの

バランスも関係することから、多面的に考えていく

必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題 4＞総評 

1週間の総運動時間 60分未満の小学 5年生の

比率は、福井県（男子 6.1%、女子 10.0%）の方が

愛知県（男子 8.8%、女子 14.7%）よりも少ない。さら

に福井県のスポーツ少年団の加入率は 23.2%と高

く、愛知県は 4.6%と低い。従って、福井県は運動

習慣を獲得している児童が多く、さらに競技として

スポーツを行うことにより高い体力レベルを獲得し

ている。一方、小学生の習い事の多くは親の送り

迎えを必要とし、平日に学童に通う児童とクラブチ

ームに通える児童の体力差が指摘される。しかし

ながら、福井県では学童入所児童数が 23.6%と高

United Nations「World Population Prospects 2019」 
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小5男子 小5女子 小5男子 小5女子

全国 7.6 13.0 9.8 18.8 三重 8.4 13.9 12.6 16.5

北海道 8.0 12.5 14.3 21.7 滋賀 8.4 14.9 16.9 19.5

青森 6.3 11.3 23.6 24.1 京都 7.8 13.6 10.7 21.9

岩手 4.4 7.4 26.0 24.2 大阪 10.0 16.3 3.4 15.0

宮城 8.2 14.3 16.0 22.7 兵庫 7.3 13.1 3.2 17.2

秋田 4.8 11.6 36.0 25.4 奈良 9.6 16.6 6.5 21.9

山形 7.2 12.6 27.3 27.0 和歌山 8.0 14.3 13.2 19.6

福島 9.2 14.2 20.8 23.0 鳥取 6.9 14.2 10.5 25.5

茨城 9.0 13.6 19.6 25.4 島根 6.7 14.2 16.2 24.8

栃木 7.3 12.1 11.8 24.2 岡山 7.2 11.6 13.7 20.3

群馬 7.4 14.0 16.7 23.2 広島 6.9 11.5 9.2 19.7

埼玉 8.2 13.5 12.5 18.2 山口 5.9 10.0 23.6 21.9

千葉 8.5 14.5 4.4 17.8 徳島 7.6 13.8 20.7 22.0

東京 5.6 9.6 1.3 16.5 香川 7.4 12.1 17.7 21.1

神奈川 7.5 12.8 1.7 10.8 愛媛 7.8 12.6 11.9 18.9

新潟 7.1 12.6 9.9 22.7 高知 9.8 14.7 12.7 21.4

富山 6.3 9.9 18.4 27.0 福岡 7.1 12.1 4.9 21.7

石川 7.1 12.3 10.7 24.4 佐賀 7.2 14.1 4.1 24.0

福井 6.1 10.0 23.2 23.6 長崎 6.7 12.3 6.8 24.1

山梨 5.1 11.3 18.9 27.0 熊本 6.6 10.6 2.7 19.4

長野 8.4 16.8 11.7 26.1 大分 5.5 11.0 17.2 23.6

岐阜 7.6 10.7 18.2 15.5 宮崎 6.6 10.9 20.3 18.4

静岡 8.0 13.4 12.8 16.1 鹿児島 7.7 12.9 22.9 23.0

愛知 8.8 14.7 4.6 13.4 沖縄 9.9 16.8 12.4 18.9

小学生

スポーツ少年団

加入率（%）

都道府県

1週間の総運動時間60分未満 学童入所児童数

の割合（%）
都道府県

1週間の総運動時間60分未満 小学生

スポーツ少年団

加入率（%）

学童入所児童数

の割合（%）

い中で、スポーツ少年団加入率が高いという首都

圏とは異なる様相がみられる。この要因として、平

成 10 年「福井県スポーツ振興プラン」、平成 14 年

「福井県教育振興ビジョン」、さらに平成 25 年「福

井県スポーツ推進計画」が策定され、学童・小学

校・幼稚園等と地域スポーツクラブが連携すること

で体力レベルが向上した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学童に通う児童が地域スポーツクラブに参加でき

るようにする（学童と地域クラブとの連携） 

・児童が自ら目標を設定して積極的に体を動かす

A1（アクティブワン）運動の導入 

・幼稚園・保育所・認定こども園等と地域スポーツ

クラブが連携し、幼児が発達に応じた運動（遊び）

を通して体を動かすことの楽しさを体験する 

・スポーツ少年団活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 週間の総運動時間、スポーツ庁「令和元年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果」 

スポーツ少年団加入率、日本スポーツ協会「2014 年都道府県別スポーツ少年団加入率」 

学童入所児童数の割合は、児童数に対する学童入所児童数の比率として算出 

児童数、文部科学省「平成 30 年度学校基本調査結果」 

学童入所児童数、全国学童保育連絡協議会「2018 年 10 月都道府県別の学童保育数と入所児童数」 


